
認定NPO法人フードバンク山梨

活動報告書

だれもが食を分かち合える
社会のために



2021年度活動 謝辞と概況
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苦しい時こそ、
声をあげられる社会づくりを目指して

ロシアのウクライナへの侵攻後、食料品、ガソリン、電気など、値上げの
ニュースが報道されない日はありません。経済の低迷がこれまで苦しい生活を
余儀なくされてきたシングルマザーや低所得層に追い打ちをかけています。
更に、どんなに食費を削り生活を切り詰めても、教育費を減らさざるをえない
状況から、子どもの教育格差は拡大しています。

ここ数か月、フードバンクへの支援を求める方々が増加しています。それに
比例して利用者からも多くの感謝のお便りをいただきます。
「私たち家族を幸せにしていただきありがとうございます」
「フードバンクに支えられ私どもも頑張ることができます。たくさんの方々の
真心も嬉しいです」
お便りを読むたびに、少しでも食と心の応援ができたことに、私たち自身喜び
を感じています。
これも多くの皆様のお力添えがあってのことと、心より感謝申し上げます。

現在、厳しい経済状況の中で、貧困はだれもが陥る可能性があります。
「困った時はお互い様」苦しい時こそ声をあげられる社会づくりを目指して、
皆様と共に、今後も活動を進めてまいりますので、よろしくお願いいたします。

認定NPO法人
フードバンク山梨
理事長

フードバンク山梨は、食品ロスが最小限にとどめられ、余剰食品や寄付食品
が、必要とするすべての家庭に届く仕組みやネットワークの確立を目指して
います。
「食品ロスの削減」と「福祉」を両輪とした持続可能な地域づくりに向けて、
引き続き取り組みをすすめます。

食品ロス削減量 フードドライブによる
食品・物品寄付

資金寄付

食料支援数 相談支援

連携施設 ボランティア数 学習支援に
参加した子ども

＊個人・団体・企業の のべ件数

フードバンク山梨

2021年度活動ハイライト

9,973世帯

62 1,225人

認定NPO法人
フードバンク山梨
副理事長

認定NPO法人
フードバンク山梨
事務局長

1,969件

子どもへの

支援

2,599

緊急食料支援

3,242

行政と連携

した支援

4,132

＊のべ人数

＊2021年4月～2022年3月

177,081kg 3,021件

313人
＊のべ人数

174件
＊のべ世帯数



フード
ドライブ
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製造メーカー
からの寄贈

いただいた食品は冬休み中の子どもたちへの食料
支援に活用します。
上記期間を目安に食品寄付の呼びかけや収集を
お願いします

24社からご寄付いただき
ました。皆様からの応援が
子どもたちの笑顔に
つながっています。
ご提供に感謝申し上げます

98,409kg

食品ロスの削減

身延町
社会福祉
協議会
深澤香里

「知る」から「参加」へ。
町に浸透してきました

余剰食品を、家庭や学校・職
場を通じて寄付していただき
必要とする方へ届けます

78,799kg

山梨県立巨摩高等学校生徒会

学校行事の
一環として
参加。
保護者の協力
に感謝

冬のフードドライブ強化月間

⇐協力いただいた
学校・団体・企業
一覧はこちら

コロナ禍でも日々の「おやつ」はくらしの中の大
切な要素とされ、お菓子が安らぎの時間を生んで
いるのを実感しております。
私たちの商品がフードバンク山梨様を通してひと
りでも多くの方々の笑顔につながり続けることを
願っております。

身延町社協では年２回フード
ドライブを行い、広報で周知
し、町内３か所にボックスを
設置しています。
毎回、町民の皆様から多大な
るご支援とご協力をいただき
感謝しています。
期間外にも寄付をお預かりす
ることがあり、関心の高さも
実感しています。

行事として取り組むことで継続しやすくなっ
ています。
特に、三者懇談の際、保護者の方に持ち寄っ
ていただいています。保護者の皆様の協力は
欠かせません。フードドライブに加え、ボラ
ンティアとしても活動に参加しています。

食べられるのにもかかわらず廃棄されてしまう
食品の寄贈を市民や企業に呼びかけ、福祉に貢献します

予告

集めていただきたい食品や
送付先などはこちら⇒

2022年夏のフードドライブ強化月間に、
14,289㎏の食品を寄付いただきました。
たくさんのご協力に感謝申し上げます。

＊「きずなボックス」での寄付重量を含む

皆様のさらなるご協力をお願いします

10/16 ～ 11/15日

＊2022年6月～8月実績

くらしにやすらぎと 笑顔のひとときを

株式会社シャトレーゼ
大塩高平

（株）はくばくからお米・麦茶など、
（株）シャトレーゼからお菓子を、小林製薬（株）
からマスクや歯ブラシなどを寄付いただきました

火

HPでもご案内します

事務所に日々
届けられる食品

（写真は上野原市社会福祉協議会）

＊2021年4月～2022年3月実績 ＊2021年4月～2022年3月実績
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食の
セーフティネット

事業

月に2回・最大3か月にわたって食品を届け、
つながった利用者に相談支援を実施。

継続的に自立をサポートします

のべ4,132世帯
給食のない夏休み・冬休み中に集中的に
食料支援を行います。
支援が必要な家庭に対し、学校を通して
申請書を配布。各家庭、行政・支援団体
からも申請を受け付けます

のべ2,259世帯

2022年夏の支援世帯数
はコロナ禍前である
2019年の約1.4倍に

フードバンク
こども支援
プロジェクト

食料支援

行政や社会福祉協議会と連携した相談・食料支援 学校の長期休暇中の子育て世帯への食料支援

これまでに、のべ12,549世帯・
25,690人の子どもに支援

＊2021年4月～2022年3月実績

支援を実施している地域：南アルプス市・中央市・笛吹市・山梨市・都留市・上野原市・
昭和町・市川三郷町・富士川町・身延町

「子どもの貧困対策連携協定」締結自治体：
南アルプス市・中央市・笛吹市・山梨市・大月市・都留市・上野原市・
北杜市・昭和町・身延町・山中湖村

年

世帯

左：作業は多くのボランティアに支えられている
右上：行政・社協から送付される支援申請書を世帯ごとにファイル。毎回160世帯あまりを支援
右下：隙間なく食品を組み合わせて、平均20品目を詰めていく。開封時の美しさにもこだわる

133
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＊夏休み中に2回・冬休みに1回実施。2021年までは冬・2022年は夏の実数。
＊2015年・2016年は年に5回実施。

＊2021年4月～2022年3月実績



8

乳幼児応援
プロジェクト

対象はフードバンクこども支援
プロジェクトの利用者や、行政
の子育て支援課・支援団体から
申請された、児童扶養手当等を
受けている未就学児のいる世帯
です

のべ340世帯に
食品・ミルク・おむつ・
日用品を支援

一般の方・大学生

のべ3,242世帯

つながる
スマイル

プロジェクト

施設・団体への
食品提供

必要な食品と数量の希望をとって
お渡しします

27,406㎏

配布団体 配布数

地域総合子ども家庭
支援センター・テラ

39

NPO法人こども
サポートやまなし

45

よりそい北杜 9
特例認定NPO法人

富士の緑とフードサポート
68

協力団体ふじざくら 39

NPO法人ぐんないや-織syoku- 46

NPO法人にららん♪ 20
認定NPO法人

フードバンク山梨
24

乳幼児を育てる方への食料支援

児童福祉施設や障がい者施設、子ども食堂、
地域フードバンクなどに食品を提供

コロナ禍や物価高騰の影響を受けて
支援を必要とする方に

地域フードバンクと協力して
無料で食品を配布

2022年9/17～
9/21に実施

9

ドライブ
スルー方式で
物品をお渡し

食品と日用品などを大きな
袋に入れてお渡ししました

食料支援

＊2021年4月～2022年3月実績

＊2021年4月～2022年3月実績

＊2021年4月～2022年3月で12回実施

290世帯



会費・

寄付金

56%

センター建設のための

寄付金15%

委託金

8%

助成金

17%

補助金

4%

学生団体
Arabesque
（アラベスク）

代表
清水そら

自分らしく前向きに
生きる力を
複雑な環境に置かれた子ど
もたちには、自己肯定感や
自己効力感を高めるような
関わり、そして信頼できる
第三者の存在が不可欠だと
感じます。
学習支援と言っても単に勉
強を教えるだけではなく、
何より自身の人生を前向き
に生きていこうとする意欲
を回復させることが大切だ
と考えています。

フードバンク山梨の食料支援利用者への
生活支援・同行支援

高校２年生と父親で暮らす世帯。
フードバンク山梨は食料支援と定期面談を実施。
生活状況の聞き取りの中で児童扶養手当の受給要件を満
たすにもかかわらず、申請していないことが判明。相談
員が市役所へ同行し手続きを補助し、受給が決まった。
学校とも連携し、他の課題解決に向けても動いている。支援者訪問時は団体名の見えない服装・

車両で向かう

事例から

10

フードバンク山梨のスタッフを
ご紹介します

11

助けを必要とする方にとっての、
ひとつの「よりどころ」として

望月千紘 小倉啓太 高野彩子 相沢健次

食のセーフティネット事業担当

相談支援
担当

地域で暮らしやすく、
よりよい生活の実現を

駒谷治克 秋山綾乃 島田初枝 池田詩子

中核的
フードバンク
推進担当

ボランティアの方々との時間の中で、人のつ
ながりの大切さを実感します。
食品を届けるだけでなく“心”のよりどころと
しても、機能したいと考えています。

相談員自身の生活感覚や専門知識を
生かし、対象者の地域での暮らしが
より良いものになるよう、行政や他
機関とも連携し、寄り添いながら進
めています。

もっと身近で支援できるあり方
を目指して

齊藤加代子 河野有良 川崎宏美

山梨県内で私たちの食料支援が行き届
かない地域があります。いま県内各地
でフードバンクを始めたい団体が現れ
ています。連携することで、一層きめ
細かな対応を可能にしたい。

収入の内訳 支出の内訳

2021年度会計報告

相談支援

学生団体がフードバンク山梨と連携し、食料支援利用世
帯の子どもたちの学習や居場所の提供などを行う
「ももっ子クラブ」の事業に取り組みます

学習支援

複合的な課題を抱える世帯に対し、面談や諸機関と
の連携、その後のケアを通じて、状況の改善・解決
を目指します

各種支援事業 活動の現場から

＊2021年4月1日～2022年3月31日
＊詳しい内容はHPで公開しています

食料支援

全般

32%

県内全域に

食料支援を

推進する活動

15%

相談支援6%

学習支援

1%

管理費

10%

センター

建設資金

充当

15%

次期繰越充当21%

2021年度、経常収益は11,019万円となり、税引前当期正味財産増減額は3,996万円の増加、そのうちの
1,698万円はセンター建設のためにいただいたご寄付となります。

山梨フードバンクセンター建設に着手し、食のセーフティネット事業における施設建設、管理・運営
に係る人件費及びその他の経費などに充てることを目的として積み立てた「食のセーフティネット事
業基金特定資産」から、センター建設の着手金として、2,497万円を支払いました。

11,019万円 11,019万円
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山梨フードバンク
ネットワーク

570平方メートルの物流センターと事務所を併設し、県内で
フードバンク活動を行う他の団体と共同で使用することを目
標としています。2022年12月から運用を開始します

新山梨フードバンク
センター

13

行政・企業・市民で構成される
「山梨フードバンクネットワーク」
は、県下各地に支援拠点となる
地域フードバンクの設立を応援し、
相互の連携によりミッションの
実現を目指します

全県的な山梨フードバンク・ネットワークを
構築し、県内のすべての要支援者に

食のセーフティネットを提供することを
ミッションとします

自らの物流拠点を持ち、県全域での支援
強化を目指す、全国初の取り組み

北杜市

山梨市

甲斐市
韮崎市

甲府市
甲州市

南アルプス市 大月市

笛吹市

上野原市

富士吉田市

丹波山村

小菅村

道志村

山中湖村

忍野村
鳴沢村

西桂町

富士河口湖町
市川三郷町

富士川町

身延町

早川町

南部町

中央市

都留市

昭和町

現在、行政との連携や民間の
拠点があるエリア

支援者数 4000世帯/年
配布食料量 400,000㎏/年

目標

未来に向けて



ボランティア
皆様のご寄付が子どもたちの笑顔につながっています一般の方から学生まで、ボランティアという

「時間の寄付」で活動を支えていただいています

活動への協賛

学校のフードドライブで集めた食品がどうなっていくのかに関心があり、ボランティ
アに参加しました。重いものを持ち運びながら賞味期限チェックをする大変さや、隙
間の無いように箱詰めをする難しさがわかって、とてもいい経験になりました。
今後は私たちが主体となってフードドライブを呼びかけたいと考えています。

スタッフの皆さんの元気よい挨拶と、「ありがとうご
ざいます」になんだか得した気分になってしまいます。
大らかな方ばかりで、作業も楽しく進められています。

フードバンク山梨の活動に共感し、
2019年より支援させていただいてお
ります。
食に関わるビジネスをしている当社
は、食を通じて皆様が笑顔になって
ほしいと常に願っております。
当社の支援が未来ある子どもたちの
助けになれば幸いです。

ツルヤ化成工業株式会社
代表取締役社長 齋藤 英樹

15

小林製薬株式会社
グループ統括本社
広報･IR部 部長 中村 仁弥

社員が主体的に
取り組みに参加しています

弊社は2016年から、食品の持
ち寄りや寄付型自動販売機導
入などで、フードバンク山梨
様の活動に参加しています。
コロナ拡大後は社員満足委員
会の発案で忘年会等の予算で
コーンフレーク等を寄付しま
した。
これからも「誰一人取り残さ
ない」社会の実現を目指して
まいります。

株式会社ササキ
常務取締役
佐々木麻彩

食の喜びを
子どもたちに
届けたい

多くの力をいただいて

社会に
役立ちたい。
人はひとりで
生きていけないから
山田和子

小林製薬株式会社は2016年に協賛支援企業のひと
つとなりました。
「こども支援プロジェクト」を通じて子どもたちの
未来が笑顔で満たされることを願っております。
今後も引き続きフードバンク山梨様と連携しながら
社会貢献活動に取り組んでまいります。

子どもたちの未来が
笑顔で満たされることを願って

仕事から離れ、時間ができたことが
きっかけでした。
ここでの時間の中で、困難な状況に
置かれている子どもたちの現実を知
り、少しでも力になりたいと考える
ようになりました。

社会貢献をしたいと思い、ボラン
ティアを始めて３年が経ちます。
楽しく、無理のないように続けて
います。多くの人に支えられて生
きてきたので、少しでも恩返しを
したいと思っています。

フードバンク山梨への寄付の形は、食品・時間（ボランティア）・お金の、３つがあります。
特に、運営費の多くは、法人・個人の皆様からの寄付金で賄われています。
活動を支える人件費、宅配料や倉庫の借入など、皆様のご寄付に支えられ、活動を継続し推
進でき、利用者の笑顔につながっています。
皆様のご寄付により、社会課題を解決し社会の変化を生み出していくことを目指します。

「きずなボックス」協力企業
■JA南アルプス市 Aコープ甲西店・Aコープ白根店
■株式会社いちやまマート 赤坂店・一宮店・上野原店・塩山店・塩部店・城山店・玉穂店・

徳行店・双葉店・増坪店・山梨店・竜王アルプス通り店・湯村店

今ではライフワーク
気楽に続けています
清水小百合

元気をもらう時間です
井上和司

食品ロスのこと、支援を必要と
する人のこと、考えたい
山梨県立山梨高等学校
水上健太 古明地海理
小林大倭 富塚遥斗

お店で購入した食品をひとつから気軽に寄付できるしくみ

14



2022年夏「フードバンクこども支援プロジェクト」で
食料支援を行った家庭から届いた「声」（一部）



ナイスパニック株式会社
株式会社富大源
ヴィジョナリーパワー株式会社
住友生命保険相互会社 山梨支社
長田組土木株式会社
株式会社クロスフォー
株式会社早野組
Ｅ＆Ｅ株式会社
株式会社藤石材
テクト株式会社
パルシステム共済生活協同組合連合会
パルシステム生活協同組合連合会
ヒューコムエンジニアリング株式会社
株式会社内藤ハウス
株式会社Toshin
株式会社エヌディエス
株式会社ササキ
株式会社サニカ
株式会社パルライン
株式会社メディアブレイン
株式会社山梨中央銀行
山梨ダイハツ販売株式会社
昭和総合警備保障株式会社

浄土真宗本願寺派 大正寺
清水内科クリニック
生活協同組合パルシステム山梨
有限会社入沢工務店
有限会社ジーエヌコーポレーション
有限会社ペリー商事
有限会社峡西シーエーテーブイ
有限会社山梨検査センター
株式会社オーテックエレクトロニクス
オプトホーム株式会社
なかえこどもクリニック
有限会社保泉商事
フォネットグループ
医療法人田辺産婦人科
株式会社オーク
株式会社ジインズ
株式会社システムインナカゴミ
株式会社パルシステム電力
株式会社保険のアルフィー
山梨県牛乳普及協会
住友林業株式会社住宅建築事業本部甲府支店
富士急行株式会社
有限会社南口運輸倉庫

有限会社總合電化小林
株式会社坂本建運
山梨スズキ販売株式会社
株式会社小泉中部
山梨日野自動車株式会社
株式会社新和運輸
日本電子サービス株式会社
富岳通運株式会社
hazime.net合同会社
ＴＨＥ ＳＵＮＴＯＲＹ ＵＮＩＯＮ
合同会社ヤマーズ
山梨県生活協同組合連合会
株式会社未来不動産鑑定
株式会社甲府共和電業
ボランティアグループ考進会
READYFOR株式会社 遺贈サポート事業部
株式会社クラダシ
公益財団法人 山日YBS厚生文化事業団

皆様のご支援に
心から感謝を申し上げます

「新山梨フードバンクセンター」建設へ
協賛いただいた企業・団体

協賛いただいた方々

東京エレクトロンテクノロジーソリューションズ株式会社
株式会社タンザワホールディングス
宗教法人生長の家

ツルヤ化成工業株式会社
株式会社はくばく
株式会社ネオシステム
医療法人社団友伸會

株式会社ジュエリーイイヌマ
株式会社ネオスペース
甲斐奈神社平和の杜
ボランティアグループ孝進会
有限会社ペリー商事
中部食品株式会社
株式会社甲府大一実業
山梨県信用組合協会
株式会社タカギ
株式会社エヌディエス
テクト株式会社
株式会社ケイビイワイ
住友生命保険相互会社山梨支社
甲府商工会議所
株式会社オカダ
山梨日野自動車株式会社

Ｅ＆Ｅ株式会社
株式会社ワイ・シー・シー
有限会社ロイヤルトレイディング
株式会社ササキ
アジア燃料株式会社
有限会社南口運輸倉庫
山梨ダイハツ販売株式会社
オギノ食糧株式会社
株式会社新和運輸
株式会社湯村自動車学校
株式会社湯村自動車学校湯自会
東八商事有限会社
有限会社峡西シーエーテーブイ
南アルプス市農業協同組合
医療法人田辺産婦人科
連合山梨

国際ソロプチミスト山梨ー南
株式会社小泉中部
株式会社東栄
有限会社アルプスステーション
NPO高齢社会を克服する会
山梨信用金庫
有限会社ジーエヌコーポレーション
㓛刀自動車株式会社
株式会社オーテックエレクトロニクス
有限会社總合電化小林
株式会社ナック
浄土真宗本願寺派都留組
株式会社サンポー
合同会社Ｂ．Ｍ．Ｅ．
JAM甲信 山梨県連絡会

協力企業・協力団体
＊2021年4月～2022年9月実績

＊2022年2月～2022年9月実績

小林製薬株式会社×青い鳥こども支援プロジェクト

旭陽電気株式会社
合同会社グローバルコーポレーション
株式会社エム・シー・エス
株式会社シャトレーゼ
株式会社シンク
生活協同組合ユーコープ

株式会社福島運輸
株式会社エノモト
ネッツトヨタ山梨株式会社
株式会社オーテックメカニカル
株式会社テレビ山梨
株式会社内藤製作所

株式会社サンポー
株式会社BWI
医療法人優心会竜王レディースクリニック
ジブラルタ生命保険株式会社
合同会社Ｂ．Ｍ．Ｅ．
公益財団法人キープ協会
明治安田生命保険相互会社

＊一定額以上のご協力をいただいた企業団体の支援者様
を記載しています（順不同）

＊上記以外にご寄付をいただいた企業団体 136社
＊個人寄付者 774名

フードバンク山梨は、山梨県の認定を受けた「認定NPO法人」です
認定NPO法人へのご寄付は、税制上の優遇措置を受けることができます
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小林製薬株式会社

＊一定額以上のご協力をいただいた企業団体の支援者様のうち、
掲載を承諾いただいた支援者名を記載しています

＊個人の寄付者につきましてはHPに掲載いたします

一般社団法人韮崎北杜青年会議所
株式会社ネオシステム
清水内科クリニック
医療法人優心会 竜王レディースクリニック

株式会社山梨中央銀行
国立大学法人山梨大学
株式会社エノモト
ヒューコムエンジニアリング株式会社

株式会社福島運輸
生活協同組合パルシステム山梨
生活協同組合ユーコープ

特定医療法人南山会峡西病院
ツルヤ化成工業株式会社

株式会社シンク
有限会社前島園芸
株式会社メイコー
株式会社内藤製作所
株式会社太陽設計
富士急行株式会社

株式会社Toshin
山日YBSグループ
フォネットグループ
公益財団法人キープ協会
株式会社オーテックメカニカル
甲斐日産自動車株式会社

株式会社藤石材
株式会社はくばく
株式会社テレビ山梨
株式会社中部
株式会社クロスフォー
山梨トヨタ自動車株式会社山梨トヨタ会

株式会社オーチョ・ブライト・インターナショナル

特例認定NPO法人富士の緑とフードサポート

医療法人社団健輝会げんきキッズクリニック



ゆうちょ銀行口座へのご送金

銀行口座へのお振込

クレジットカードからのご寄付

フードバンク山梨は「認定NPO法人」です
「寄付金控除」など税制上の優遇措置が受けられます

払込み
口座名義：特定非営利活動法人フードバンク山梨
記 号： 10820 口座番号： 9923441
振替
口座名義：フードバンク山梨 口座番号： 00220-0-100567

口座名義：特定非営利活動法人フードバンク山梨
銀行名：山梨中央銀行 支店名：県庁支店（店番： 258 ） 口座番号：（普通） 671338

通常のカードご利用と同様にご指定の口座より振替させていただきます
右のバーコードでお手続きいただけます

https://fbyamana.fbmatch.net
@fb_yamanashi@fb_yamanashi

ご寄付のお願い

@foodbank.yamanashi

認定NPO法人 フードバンク山梨

〒400-0214
山梨県南アルプス市百々3697-2
Tel: 055-298-4844
Fax: 055-298-4885
E-mail: info@fbyama.com

【12月移転予定】
〒400-0203
山梨県南アルプス市徳永1603-1


